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酵素群（FAS, ACC, Elovl6, SCD1）の発現亢進は認められず、VLDL産生能は野生型より
低下した。これらの絶食に伴う代謝応答異常は、再摂食により速やかに改善した。以上
の結果より、DKOマウスでは長時間の絶食により、(A) 心筋・赤筋で利用されない脂肪酸
が肝臓に集積すること、(B) 心筋・赤筋の糖利用が亢進するため低血糖をおこすこと、
(C) 心筋・赤筋に十分なグルコースを供給するため糖新生が亢進するが、絶食後早期に
糖新生の基質が著明に減少するため、結果として糖新生が減少し低血糖が増強すること、
(D) 心筋・赤筋にグルコースを供給するためグリコーゲン分解が促進すること、（E）
肝臓の脂肪酸酸化能が亢進し転写活性も増強することで、ケトン体産生が増加すること、
（F）再摂食により十分な炭水化物が補充されると脂肪酸代謝異常が速やかに改善するこ
と、が明らかとなった（下図）。 
FABP4/5 DKOマウスは、摂食過剰な環境下では、グルコース代謝が亢進し中性脂肪蓄積
を軽減できるマウスであるが、一方、絶食時に最も重要な脂肪酸が効率よく利用できな
いため、長期の飢餓下ではエネルギーホメオスタシスが破綻しやすいマウスであると考
えられた。このように、毛細血管内皮細胞に発現するFABP4/5は、末梢組織の脂肪酸代謝
や全身の代謝制御に重要な役割を果たし、これら毛細血管のFABP4/5が代謝異常症の介入
の標的になり得る可能性が示された。 
 
